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海洋地質調査航海 GB23 により東シナ海及び日本海において採集された魚類
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Abstract: Fish specimens were collected during surface sediment sampling as part of a marine geological 
mapping survey of cruise GB23 in the East China Sea and Japan Sea, northwest of Kyushu, Japan. The 
specimens are assigned to 7 families and 10 species: Apterichtus sp., Scolecenchelys aoki, Ophichthidae 
gen. sp. broken specimen, Bregmaceros anchovia (3 specimens), Carapidae gen. sp., Stalix immaculata, 
Champsodon snyderi (2 specimens), Priolepis winterbottomi, Gobiidae gen. sp., and Samaris sp. Of 
these, B. anchovia represents the first record from the waters around Saga and Nagasaki prefectures, and 
P. winterbottomi represents the first record from the waters around Fukuoka and Saga prefectures. In this 
paper, we report the occurrence of each species and information on the bottom sediment and bycatch at 
the collection sites to advance our knowledge of the habitat of the fish species.

Keywords: fish, ichthyofauna, Japan Sea, East China Sea

概報‐Report

1 東海大学静岡カレッジオフィス船舶管理担当 （Office for Shizuoka College, Tokai University, Orido, Shimizu, Shizuoka, 424-8610, Japan）
2産業技術総合研究所 地質調査総合センター地質情報研究部門（AIST, Geological Survey of Japan, Research Institute of Geology and Geoinformation）
2 東海大学海洋学部水産学科 （Department of Fisheries, School of Marine Science and Technology, Tokai University, Orido, Shimizu, Shizuoka, 424-8610, Japan）
* Corresponding author:  TAMAI, T. Email: @tokai.ac.jp

要　旨

九州北西部の東シナ海及び日本海において実施され
た海洋地質図調査航海GB23の表層堆積物調査にて，堆
積物と共に魚類が採集された．これらの魚類は，7科
10種（ゴマウミヘビ属未同定種Apterichtus sp.，ミサ
キウナギScolecenchelys aoki，ウミヘビ科未同定破損個
体Ophichthidae gen. sp.，ヒトスジサイウオBregmaceros 
anchovia 3個体，カクレウオ科未同定種Carapidae gen. sp.，
ヒメアゴアマダイStalix immaculata，ワニギスChampsodon 
snyderi 2個体，サクライレズミハゼPriolepis winterbottomi，
ハゼ科未同定種Gobiidae gen. sp.，ハタタテガレイ属未同
定種Samaris sp.）に同定された．これらのうち，ヒトスジ
サイウオは佐賀県及び長崎県近海における初記録であり，
サクライレズミハゼは福岡県及び佐賀県近海における初
記録であった．本稿では、出現魚種の記録に加え，生息
環境に関する知見蓄積の一助として，採集地点の底質な
どの情報を併せて報告する．

１．はじめに

九州島の北西海域は，西部に東シナ海を，北部に日本
海を擁し，数多くの島嶼，半島，湾やリアス式海岸など
の複雑な沿岸環境，及び対馬暖流や黄海冷水など複数の

水塊があることから，豊かな漁場が形成され，多様な魚
種が水揚げされることが知られている（道津，1989；安
藤，2014；長崎県水産部，2023，2024）．九州北西の東
シナ海及び日本海西南部の魚類相については，以下のよ
うに既往の知見が多数ある．福岡県については，日比野
ほか（2025）により既往文献が網羅され，それらの誤同
定についても訂正され，769種が目録にて報告されてい
る．佐賀県については，力丸（1996）により佐賀県水産
振興センターの標本，未公表記録及び魚市場・漁協で
の見聞をもとに県内の魚類について整理され，313種が
目録にて報告されている．長崎県では道津（1989）によ
り，県内の魚類相について既往資料が整理され，809種
が報告されている（ただし目録は無い）．その他に対馬や
野母崎など各地先や沖合海域での出現魚類についての報
告が多数ある（道津・冨山，1967；新井・阿部，1970；
山村，1971；夏苅・道津，1973；道津・中村，1976；道
津，1977；深川ほか，2003；山口ほか，2005；田和・竹
垣，2009；古橋ほか，2010；門脇ほか，2015；竹内ほか，
2015；鶴留ほか，2021など）．熊本県については，九州
大学天草臨海実験所周辺にて601種（菊池編，1970），上
天草市松島町合津周辺にて160種（Tomiyama, 1972），御
所浦島周辺にて192種（鵜飼ほか，2006，2010）が報告さ
れている．鹿児島県については，薩摩半島沿岸にて1,294
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種（岩坪ほか編，2022），東シナ海側の大陸棚斜面にて
115種（Ozawa, 1983；福井ほか，2015）が報告されている．
東シナ海の沖合海域については，魚類相に関する研究で
はないものの，水産資源の管理に資する基礎的な生物学
的知見が蓄積されており，隣接する黄海とあわせて445
種が報告されている（水産庁西海区水産研究所，1986；
山田ほか，2007）．日本海については，日本海全域を対
象とした魚類目録が多数あり（Lindberg and Legeza, 1959；
河野ほか，2011b，2014；Shinohara et al., 2014など），そ
の他に山口県油谷湾の魚類に関する生態的研究内での出
現種リストにて269種（森，1995），山口県日本海産魚類
目録にて870種（河野ほか，2011a），証拠標本及び画像
に基づく山口県日本海産魚類目録にて767種（園山ほか，
2020），山口県響灘の漁獲物組成にて374種（土井ほか，
2015a，2015b）が報告されている．以上のように多数の
知見がある海域ではあるが，近年においても，南方系魚
種などの初記録が多数報告されている（田城ほか，2017；
吉川ほか，2017；和田ほか，2019；伊藤，2020；中島田
ほか，2020；中島田・日比野，2020，2022；長野・日比野，
2023など）．西田ほか（2005）は，福岡県沿岸の南方系魚
種の増加と魚類相の変化について，海水温上昇による影
響と考察し，温暖化の継続調査の必要性を挙げ，魚類相
が調査時の指標として有効であることを述べている．河
野ほか（2014）は，日本海における魚種増加について，調
査精度の向上，調査努力量の増加及び亜熱帯・熱帯性魚
種の出現増加を要因として挙げた．しかしながら，河野
ほか（2014）と西田ほか（2005）などの一部の既往の魚類相
データについては，標本や写真などの不足により，分布
情報の再検証ができない問題が指摘され，証拠標本に基
づく記録や正確なデータに基づく再検証が必要とされて
いる（田城ほか，2015，2017）．

2023年10月19日から11月27日にかけて，産業技術総
合研究所地質情報研究部門により，九州北西方海域にお
ける海洋地質調査航海（GB23；以下GB23航海）が行われ
た．GB23航海は，海洋地質図の整備を目的とし，重磁
力異常図，表層堆積図，海底地質図作成のために，航走
観測と停船観測を実施した．このうち，表層堆積図作成
のために行われた木下式グラブ採泥器の調査（清家ほか，
2025）によって，13個体の魚類が表層堆積物と共に混獲
された．グラブ採泥器は，採泥面積が0.5 m2以下（木下
式グラブで0.16 m2）であり，底曳網などの曳網漁具によ
る漁獲やソリネットなどの観測機材でのネットサンプリ
ングに比べ採集努力量として著しく小さいため，表層堆
積物採集時に魚類が採れることは少ない．先述した九州
北西海域における魚類相や魚種の出現報告は，漁業によ
り水揚げされたもの，生物採集用のネットサンプリング
によるもの，個人による釣りやタモ網などによって採集
されたものであり，本海域における採泥器による魚類記

録の報告はこれまでに無い．
GB23航海で採集された魚類には，県初記録となる種
やこれまでに生息環境が知られていない種が含まれてお
り，各魚種の分布や生息環境の考察をする上で重要な知
見が得られたため，本報では採集された魚類全種につい
て，標徴となる形態の記載や既往分布知見と併せて採集
された底質等の情報を報告する．

２．材料と方法

GB23航海（使用船舶：東海大学所属海洋調査研修船　
望星丸）にて木下式グラブ採泥器による表層堆積物調査
が実施された189地点のうち，第1図に示した13地点に
おいて混獲された魚類を試料とした．採集された魚類は，
採集後，可能な範囲で生時あるいは生鮮時の状態を撮影
した後，冷凍して持ち帰り，研究室にて解凍後，本村編
（2009）に準拠して標本の作製，撮影，及び固定を行った．
標本は，北九州市立自然史・歴史博物館（KMNH）に登
録・保管した．本文中に明記したものを除き，標本の計数，
計測は中坊編（2013）に，標準和名，学名及び科の掲載順
は本村（2024）に従った．計測はノギスを用いて0.1 mm
単位で行った．標準体長は体長またはSLで，ウミヘビ科
及びカクレウオ科の大きさは全長またはTLで示し，必要
に応じて頭長などの大きさを併記した．ウミヘビ科の脊
椎骨数は，軟エックス線写真を撮影し，計数した．採集
地点の底質及び魚類以外の混獲物については，清家ほか
（2025）を引用した．

第1図  GB23航海において魚類が採集された地点．

Fig. 1  Sites of collection of fish specimens during GB23 cruise.
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３．結果と考察

採集された13個体の魚類は，7科7属10種（未同定4
種及び破損による未同定1種を含む）に識別された．以
下に各種の標本登録番号，標本の大きさ，採集日，採集
地点，緯度経度，水深，底質，混獲物について記し，東
シナ海及び日本海での既知記録や同定理由など，必要な
コメントを加えた．なお，混獲物については生体の表記
がないものは遺骸を示す．

ウミヘビ科　Ophichthidae
1．ゴマウミヘビ属未同定種　Apterichtus sp.

KMNH VR 100637（第2図a・b），全長203.5 mm，頭長
12.0 mm，2023年11月3日，g356，34°45.4964'N，129° 
35.1059'E，79 m，細粒砂（第4図a），貝類，サンゴ類，
コケムシ類，翼足類，短尾類生体，植物片．
本標本の計測方法はMcCosker and Hibino（2015）に従っ
た．
本標本は，体が伸長し円筒形で両端が尖る，すべての
鰭を欠く，肛門前長が尾部よりやや短い，吻が比較的鈍
い亜円錐形で腹面が平坦，前鼻孔が管状，後鼻孔が口腔
外に開く，前鰓蓋管孔数が3，上側頭管孔数が5，鰓孔
が腹側に開き，前方へ収束し峡部が狭い，歯が円錐形で
単列であること（McCosker and Hibino, 2015）から，ゴマ
ウミヘビ属Apterichtus Duméril 1806に同定された．また，
全長が頭長の16.96倍及び体高の63.59倍，上眼窩管孔数
が1+4，上眼窩管の分枝数が0，前鰓蓋管孔数が3，上側
頭管孔数が5，肛門前側線孔数が68であることが日本産
ゴマウミヘビ属のなかでゴマウミヘビA. moseri (Jordan 
and Snyder, 1901) のみに一致するが，肛門前脊椎骨数が
68（vs. 63–67），総脊椎骨数が160（vs. 141–145）であるこ
とがゴマウミヘビと一致せず（Jordan and Snyder, 1901；
Machida and Ohta, 1993；McCosker and Hibino, 2015；
Hibino et al., 2016；Hibino, 2018；Ho et al., 2018），日本
未記録種か未記載種であると考えられた．今後，別途詳
細を報告予定である．
ゴマウミヘビ属Apterichtusは，砂中に潜り，海底上に
顔や吻端のみを露出している状態が，ダイバーにより
観察されている（McCosker and Hibino, 2015）．本標本は，
既往知見と同様の砂底（細粒砂）の地点から採集された．

2．�ミサキウナギ　Scolecenchelys aoki (Jordan and Snyder, 
1901)

KMNH VR 100638（第2図c・d），全長91.1 mm，頭長9.2 
mm，2023年10月31日，g316，34°4.2500'N，129°2.9372'E，
131 m，中粒砂（第4図b），貝類，腕足類，サンゴ類，翼
足類，ウニ類，クモヒトデ類生体，イソギンチャク類生
体，カイメン類生体．

本標本は，体が伸長し，背鰭及び臀鰭が低い，尾鰭を
有する，背鰭起部が肛門より後方に位置し，背鰭起部と
肛門中央間の水平距離が頭長の38 %，尾部長が全長の
54.3 %，吻が尖る，吻の腹面に縦溝があり前鼻孔の基部
前縁を越えて伸びる，鼻孔が上唇の縁にある，眼後方の
下眼窩管孔数が3，口裂の後端が眼の後縁を超える，下
顎が上顎より短い，上顎歯と鋤骨歯が円錐形で尖り単列
に並ぶ，肛門前側線孔数が56，脊椎骨数が134，背鰭前
方脊椎骨数が59，肛門前脊椎骨数が55であることから，
ミサキウナギScolecenchelys aoki (Jordan and Snyder, 1901) 
に同定された（Hibino et al., 2012；Hibino and Kimura, 
2016）．
本種は，GB23航海調査海域の周辺では長崎県（Hibino 

et al., 2012；河野ほか，2014），福岡県（河野ほか，2014），
山口県（Hibino and Kimura, 2016；園山ほか，2020）か
ら報告されている．なお，本種と同属のミミズアナゴ
S. gymnota (Bleeker, 1857) が，長崎県（河野ほか，2014），
福岡県（福岡県高等学校生物研究部会編，1974；西田
ほか，2004，2005；河野ほか，2011b），熊本県（菊池編，
1970）及び山口県（河野ほか，2011a，2011b）から報告さ
れている．日比野ほか（2013）は，波戸岡（1993）以前に
報告されているミミズアナゴの記録についてはミサキウ
ナギの可能性が高く，日本国内のミミズアナゴの記録を
沖縄のみとし，日比野ほか（2025）は福岡県からのミミズ
アナゴの既知の記録をミサキウナギの記録とみなしてい
る．そのため，熊本県（菊池編，1970），長崎県（河野ほか，
2014）及び山口県（河野ほか，2011a，2011b）の記録につ
いてもミサキウナギの記録と考えられる．なお，日比
野ほか（2025）は，キタノウミヘビMuraenichthys borealis 
Machida and Shiogaki, 1990がS. aokiの新参異名であるこ
とから，福岡県からのキタノウミヘビの記録についても
ミサキウナギの記録とみなしている．
本種は，沿岸の砂泥底域に生息することが知られてい
る（波戸岡，2013）．本標本は，既往知見同様の砂底（中
粒砂）の地点から採集された．

3．�ウミヘビ科未同定破損個体　Ophichthidae gen. sp. 
broken specimen

KMNH VR 100639，全長95.6+ mm（頭部破損），2023
年11月9日，g306，33°58.0533'N，128°56.8452'E，132 m，
中粒砂（第4図c），貝類，腕足類，サンゴ類，コケムシ類，
翼足類，フジツボ類，カイメン類，短尾類生体，スナモ
グリ類生体，多毛類生体，カイメン類生体．
本標本は，体が細長く伸長し，腹鰭を欠く，背鰭及び
臀鰭が低い，尾鰭を有すること，採集時の尾部体色が
KMNH VR 100638同様に黄色であったことなどからミサ
キウナギの可能性が考えられたが，重要な同定形質のあ
る頭部を欠損していたため，ウミヘビ科にとどめた．
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サイウオ科　Bregmacerotidae
4．�ヒトスジサイウオ　Bregmaceros anchovia Ho, Endo 

and Lee, 2020
KMNH VR 100640，体長40.0 mm，2023年11月16日，

p29KG，32°48.0384'N，129°11.9877'E，97 m，中粒砂（第
4図d），礫，貝類，腕足類，サンゴ類，フジツボ類，短尾類，
木炭．

KMNH VR 100641（第2図e・f），体長44.9 mm，2023
年11月19日，g107，32°28.5114'N，129°22.2522'E，181 m，
細粒砂（第4図e），軽石，貝類，サンゴ類，翼足類，ウニ類，
短尾類，木炭．

KMNH VR 100642（第2図g・h），体長29.2 mm，2023
年10月30日，g251，33°31.7937'N，129°38.8242'E，69 m，
極細粒砂（第4図f），貝類，腕足類，サンゴ類，翼足類，
ウニ類，クモヒトデ類生体，イソギンチャク類生体，カ
イメン類生体．
これら3標本は，吻が尖る，頭部と腹部の腹面に色素
を欠く，臀鰭基底上部に黒点が列を成す，尾鰭基底に黒
色横帯があることなどからヒトスジサイウオBregmaceros 
anchovia Ho, Endo and Lee, 2020に同定された（Ho et al., 
2020）．

3標本のうち，KMNH VR 100640及びKMNH VR 100641
は長崎県近海から，KMNH VR 100642は佐賀県近海か
ら採集された．本種は，日本国内では土佐湾，鹿児島
県内之浦湾，鹿児島県笠沙沖東シナ海及び山口県三島沖
日本海から報告されている（Ho et al., 2020；小枝ほか編，
2020）．したがって，本報告が本種の佐賀県及び長崎県
近海からの初記録となる．

Ho et al. （2020）は，定置網，底曳網や中層トロールな
ど様々な漁法で漁獲された標本を用い，生息水深の範囲
を10–120 mと報告している．KMNH VR 100641は，採集
地点の水深が181 mであり，既往の採集記録よりも深い
水深の海底上から採集された．

カクレウオ科　Carapidae
5．カクレウオ科未同定種　Carapidae gen. sp.

KMNH VR 100643（第2図i・j），全長158.2 mm，頭長
20.4 mm，2023年11月5日，g335，34°17.8981'N，129° 
49.9341'E，114 m，極粗粒砂（第4図g），貝類，腕足類，
サンゴ類，コケムシ類，翼足類，クモヒトデ類生体，多
毛類生体，ハナギンチャク類棲管．
本標本は，両顎に犬歯を有し櫛状歯を欠く，鰓蓋上
部に棘を有する，肛門が胸鰭基部直下に開く，腹鰭を
欠くことなどからクマノカクレウオEchiodon anchipterus 
Williams, 1984と考えられたが（藍澤・土井内，2013a），
クマノカクレウオ属Echiodonの標徴である浮袋の形態な
ど（Williams, 1984；Markle and Olney, 1990； Nielsen et al., 
1999）を観察できていないためカクレウオ科未同定種に
とどめた．今後，詳細な形態観察を行い，別途報告予定
である．

アゴアマダイ科　Opistognathidae
6．�ヒメアゴアマダイ　Stalix immaculata Xu and Zhan, 

1980
KMNH VR 100644（第2図k・l），体長26.8 mm，2023
年10月28日，g324，34°6.4667'N，129°57.4794'E，98 m，
極粗粒砂（第4図h），貝類，腕足類，コケムシ類，クモ
ヒトデ類生体，短尾類生体，多毛類生体．
本標本は，背鰭棘が二叉する，目立つ斑紋が頭部にな
い，黒斑が背鰭棘条部に2個ある，背鰭以外の鰭に斑紋
や縞模様がないことなどから，ヒメアゴアマダイStalix 
immaculata Xu and Zhan, 1980に同定された（Xu et al., 
1980；Smith-Vaniz, 1989；Shinohara, 2006）．
本種は，GB23航海調査海域の周辺では長崎県五島列
島近海（Smith-Vaniz, 1989）及び山口県下関市角島西沖（園
山ほか，2020）から報告されている．
アゴアマダイ科は礫が散乱するような海底の巣穴の中
で生活し（Smith-Vaniz, 1989），本種は砂礫底あるいは砂
底（Shinohara, 2006；藍澤・土井内，2013b）に生息する
ことが知られている．本標本は，既往知見と同様の砂底
（極粗粒砂）の地点から採集された． 

ワニギス科　Champsodontidae
7．ワニギス　Champsodon snyderi Franz, 1910

KMNH VR 100645，体長29.8 mm，2023年10月26日，
g318，34°5.0225'N，129°16.9315'E，102 m，極粗粒砂（第
5図a），石，貝類，サンゴ類，コケムシ類．

（← p. 302）
第2図  GB23航海で採集された魚類（1/2）．a・b：ゴマウ

ミヘビ属未同定種Apterichtus sp.（KMNH VR 100637，
203.5 mm TL），c・d：ミサキウナギScolecenchelys 
aoki（KMNH VR 100638，91.1 mm TL），e・f：ヒトス
ジサイウオBregmaceros anchovia（KMNH VR 100641，
44.9 mm SL），g・h：ヒトスジサイウオBregmaceros 
anchovia（KMNH VR 100642，29.2 mm SL），i・j：
カクレウオ科未同定種Carapidae gen. sp.（KMNH VR 
100643，158.2 mm TL），k・l：ヒメアゴアマダイ
Stalix immaculata（KMNH VR 100644，26.8 mm SL）．a・
c・e・g・iは生鮮時，kは生時，b・d・f・h・j・lは解
凍後の標本．スケールバーは10 mm．

Fig. 2  Fish specimens collected during GB23 cruise (1/2). a and 
b: Apterichtus sp. (KMNH VR 100637, 203.5 mm TL), c 
and d: Scolecenchelys aoki (KMNH VR 100638, 91.1 mm 
TL), e and f: Bregmaceros anchovia (KMNH VR 100641, 
44.9 mm SL), g and h: Bregmaceros anchovia (KMNH VR 
100642, 29.2 mm SL)，i and j: Carapidae gen. sp. (KMNH 
VR 100643, 158.2 mm TL), k and l: Stalix immaculata 
(KMNH VR 100644, 26.8 mm SL). a, c, e, g and i are fresh，
k is live，b, d, f, h, j and l are thawed specimens. Scale 
bars = 10 mm.
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KMNH VR 100646（第3図a・b），体長26.1 mm，2023
年10月31日，g286，33°47.7787'N，129°17.6488'E，120 m，
中粒砂（第5図b），貝類，サンゴ類，コケムシ類，翼足類，
フジツボ類，クモヒトデ類生体，カイメン類生体．
採集された2標本は，前上顎骨先端付近に凹みがある，
下枝鰓耙数が10，下顎腹面に鱗を欠く，腹部に鱗を欠
く，体側横列孔器周辺に鱗を欠くことなどからワニギス
Champsodon snyderi Franz, 1910に同定された（波戸岡・萩
原，2013）．
本種は，日本海及び東シナ海沿岸及び東シナ海・黄海
の大陸棚域に広く生息しており（山田ほか，2007；波戸岡・

萩原，2013），GB23航海調査海域の周辺では韓国済州島
（Kim et al., 2009），山口県（森，1995；河野ほか，2011a，

2011b，2014；土井ほか，2015a；園山ほか，2020），福
岡県（福岡市教育委員会編，1957；福岡県高等学校生物
研究部会編，1974など），長崎県（道津・冨山，1967；
古橋ほか，2010），熊本県（鵜飼ほか，2006），鹿児島県
（Ozawa, 1983；岩坪ほか編，2022）などから報告されて
いる．
本種は，底生性であるとされているが，夜になると魚
類を摂餌するために海底を離れ鉛直移動することが示唆
されている（Morohashi and Sasaki, 2003）．今回採集され

第3図  GB23航海で採集された魚類（2/2）．a・b：ワニギスChampsodon snyderi （KMNH VR 100646，26.1 mm SL），c・
d・e：サクライレズミハゼPriolepis winterbottomi（KMNH VR 100647，13.1 mm SL），f・g：ハゼ科未同定種
Gobiidae gen. sp. （KMNH VR 100648，25.3 mm SL），h・i：ハタタテガレイ属未同定種Samaris sp. （KMNH VR 
100649， 31.4 mm SL）．a・d・hは生鮮時，c・fは生時（cは180度回転させたもの），b・e・g・iは解凍後の標本．
スケールバーは10 mm．

Fig. 3  Fish specimens collected during GB23 cruise (2/2). a and b: Champsodon snyderi (KMNH VR 100646, 26.1 mm SL), 
c, d and e: Priolepis winterbottomi (KMNH VR 100647, 13.1 mm SL), f and g: Gobiidae gen. sp. (KMNH VR 100648, 
25.3 mm SL), h and i: Samaris sp. (KMNH VR 100649, 31. 4 mm SL). a, d and h are fresh, c and f are live (c is rotated 
180 degrees), b, e, g and i are thawed specimens. Scale bars = 10 mm.
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第4図  魚類が採集された地点の堆積物表面写真（清家ほか，2025）（1/2）．a：g356，b：g316，c：g306，d：p29KG， 
e：g107，f：g251，g：g335，h：g324．

Fig. 4  Sediment samples from the site where fish were collected (Seike et al., 2025) (1/2). a: g356, b: g316, c: g306, d: 
p29KG, e: g107, f: g251, g: g335, h: g324.
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た2標本は，日中に採集されたため，砂底上にいたとこ
ろを採集されたと考えられる．今回の2標本が採集され
た2地点は底質の粒径が異なっていた．本種は，東シナ
海沖合海域では広範囲に分布していることから（山田ほ
か，2007），様々な底質環境に生息していると推察される．

ハゼ科　Gobiidae
8．�サクライレズミハゼ　Priolepis winterbottomi Nogawa 

and Endo, 2007
KMNH VR 100647（ 第3図c・d・e）， 体 長13.1 mm，

2023年10月29日，g265，33°38.1796'N，129°58.9399'E，
49 m，中粒砂（第5図c），貝類，ヒトデ類生体，ウミケ
ムシ類生体．
本標本は，頭部背面に鱗を有する，両眼間隔域が広
く横列孔器を有する，眼下部から頬部に横列孔器があ

る，第一鰓弓の鰓耙が細長く小歯状の突起を欠く，体が
やや薄い赤色（生時）で黒色横帯を6本有する，尾部側面
の第2背鰭起部下から尾鰭基底にかけて5本の白色横線
がある，腹鰭の後端は深く切れ込む，尾鰭に暗色斑を欠
く，縦列鱗数がおよそ28（一部破損により鱗鞘を計数），
第2背鰭が1棘9軟条であることから，サクライレズミ
ハゼに同定された（Nogawa and Endo, 2007；明仁ほか，
2013；藤原ほか，2020）．両眼間隔域の横列孔器は，確
認しづらく前縁に1対で総数およそ5，中央に1対で総数
およそ9であり，Nogawa and Endo（2007）が記載した前
縁総数8，中央総数12より少なかった．これは，本標本
が，これまでに報告されているサクライレズミハゼのな
かで，最も小さい個体（本標本　体長13.1 mm；Nogawa 
and Endo, 2007　体長27.1–31.9 mm；藤原ほか，2020　体
長29.7 mm；園山ほか，2020　体長28.7 mm）であること

第5図  魚類が採集された地点の堆積物表面写真（清家ほ
か，2025）（2/2）．a：g318，b：g286，c：g265，d：
g351，e：g301．

Fig. 5  Sediment samples from the site where fish were 
collected (Seike et al., 2025) (2/2). a: g318, b: g286, c: 
g265, d: g351, e: g301.
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から，形成途中と判断した．Nogawa and Endo (2007) は
本種の不対鰭の色が赤色であることを標徴としたが，不
対鰭の色は藤原ほか（2020）で種内変異がある可能性が示
唆され，状態の良い追加標本が必要とされている．本標
本は採集直後生きており，不対鰭の色は次の通りであっ
た．第2背鰭は基底近くが赤色で，縁辺に近づくにつれ
緑がかった黄色になり，縁辺が白色で縁取られる．臀鰭
は，基底から縁辺近くまで赤色で，縁辺が白色で縁取ら
れる．尾鰭は，基底が赤色で，基底から縁辺近くまでが
緑がかった黄色，縁辺が白色で縁取られる．これら不対
鰭の色は，Nogawa and Endo（2007）及び藤原ほか（2020）
の記載と異なっていた．これらの相違は，グラブ採泥器
による採集で各鰭の状態が良好であったことが要因とし
て考えられるが，本標本が既知の標本よりも小さな個体
であるため，成長に伴い不対鰭の色が変化する可能性も
考えられる．今後，様々な大きさの良好な状態の標本に
よる検討が必要である．
本標本は，福岡県及び佐賀県の県境沖の地点から採集
された．本種は，土佐湾，長崎県橘湾及び山口県日本海
からのみ知られている（Nogawa and Endo, 2007；藤原ほ
か，2020；園山ほか，2020）．したがって，本報告が本
種の福岡県及び佐賀県近海からの初記録となる．
本種は，本標本が中粒砂の地点から採集されたこと，
土佐湾では底曳網により漁獲されていること（Nogawa 
and Endo, 2007）から，底曳網が操業できるような砂泥底
に生息すると考えられる．

9．ハゼ科未同定種　Gobiidae gen. sp.
KMNH VR 100648（第3図f・g），体長25.3 mm，2023

年11月3日，g351，34°39.8376'N，129°35.388'E，88 m，
細粒砂（第5図d），礫，貝類，異尾類生体，木片．
本標本は，体に側線を欠く，腹鰭が胸鰭直下に位置し

1棘5軟条で吸盤状，背鰭が2基，臀鰭棘数が1であるこ
となどからハゼ科（中坊編，2013）に同定された．また，
背鰭前方鱗数が9，縦列鱗数がおよそ32（一部破損によ
り鱗鞘を計数），第一背鰭が6棘，第二背鰭が1棘11軟条，
臀鰭が1棘10軟条，胸鰭軟条数が左体側17・右体側18，
頭部感覚管の開孔を欠く，眼下から頬部にかけて5本の
横列孔器を有する，体側鱗が円鱗などの特徴が日本産の
既知種に該当せず，未記録種あるいは未記載種と考えら
れた．本標本と同様のハゼ科魚類については，ふじのく
に地球環境史ミュージアムの渋川浩一博士により研究が
進められている（渋川私信）．

ベロガレイ科　Samaridae
10．ハタタテガレイ属未同定種　Samaris sp.

KMNH VR 100649（第3図h・i），体長31.4 mm，2023
年10月28日，g301，33°54.0102'N，129°30.9745'E，105 m，
極粗粒砂（第5図e），礫，貝類，腕足類，サンゴ類，コ

ケムシ類，ユムシ類生体．
本標本は，両眼が右体側にある，無眼側に側線と胸
鰭を欠く，尾柄部の背縁と腹縁にそれぞれ4本の棘があ
る，胸鰭が4軟条，腹鰭が5軟条，尾鰭中央の12軟条が
分枝すること（尼岡，2016；Obata et al., 2023）からトゲハ
タタテガレイSamaris spinea Mihara and Amaoka 2004と考
えられるが，近似種のSamaris chesterfieldensis Mihara and 
Amaoka 2004との詳細な比較ができていないため，ハタ
タテガレイ属未同定種にとどめた．比較検討後，別途詳
細を報告予定である．

GB23航海の表層堆積物調査により7科10種の魚類が
採集された．これら10種は，すでに九州北西海域から
分布記録のある3種（ミサキウナギ，ワニギス，ヒメア
ゴアマダイ），県初記録となる2種（ヒトスジサイウオは
佐賀県及び長崎県近海から，サクライレズミハゼは福岡
県及び佐賀県近海から初記録），未同定が3種（ウミヘビ
科，カクレウオ科及びハタタテガレイ属未同定種），日
本未記録あるいは未記載と考えられる2種（ゴマウミヘ
ビ属及びハゼ科未同定種）が含まれていた．いずれも小
型個体や細長い種であったことから，底曳網などの漁業
では目合いから抜けてしまうようなものが採集できたも
のと考えられた．ベントスを対象としたネットサンプリ
ングでは，細かな目合いを使用するため小型個体も採集
されるが，曳網などにより体表が擦れ，形態の破損が生
じることがある．一方，今回のサクライレズミハゼにつ
いては良好な状態で採集されたため，既往の知見とは異
なる体色が観察された．グラブ採泥器では生きたまま採
集することができれば，良好な状態での形態観察が可能
であり，新たな形態的知見の蓄積につながると考えられ
る．
今回採集された魚種のうち，ヒトスジサイウオを除く
種は，底生性の種や分類群であったが，グラブ採泥器に
より表層堆積物と共に採集できたため，各種の生息環境
としての底質に関する知見が得られた．ヒメアゴアマダ
イ及びミサキウナギについては既往知見と同様の底質で
あったものの詳細な区分での底質情報を報告でき，ワニ
ギスについては多様な底質に生息することが推察され，
サクライレズミハゼについては砂泥底の環境に生息する
ことが推測された．底生魚にとって底質は重要な生息環
境であり，ハゼ科では種によって特定の粒径の底質に選
好して生息することが知られている（北野，2009；Inui et 
al., 2018）．今回のように魚種と共に採集された底質情報
を蓄積し，底質の選好性が明らかになれば，海洋地質図
のように面的な表層堆積物の情報とあわせることで，そ
の海域での生息範囲の推定にも役立つと考えられる．

GB23航海において，魚類が採集された採泥地点は189
地点中13地点で，全体の1割以下であった．また，2021
年から2022年に行われたトカラ列島周辺海域における
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海洋地質調査航海の表層堆積物調査では，採集水深が
GB23航海より深いものの，実施した257地点すべてで
魚類が採集されなかった（鈴木ほか，2022，2023，2024）．
グラブ採泥器による魚類の採集は，頻度として非常に少
ない．しかしながら，少ない機会で得られたものにおい
ても，今回のように分布から形態，生態に至る様々な面
の重要な情報が得られるため，今後の海洋地質調査の際
も，表層堆積物採取時に混獲された魚類について記録を
蓄積していくことが肝要である．
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た．ふじのくに地球環境史ミュージアムの渋川浩一博士
にはハゼ科魚類についてご教示いただきました．犬塚敦
己氏をはじめとする東海大学海洋学部水産学科髙見研究
室の学生諸氏には軟エックス線写真撮影及び標本作業な
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